
東京都エコ 農産物認証マーク 使用規程 

 

制定 平成25年６ 月24日 25産労農安第321号 

一部改正 令和元年７ 月１ 日 31産労農安第416号 

一部改正 令和６ 年４ 月１ 日 ５ 産労農安第1671号 

 

 

第１  目 的  

こ の規程は、東京都エコ 農産物認証要綱（ 平成25年４ 月１ 日付25産労農安

第１ 号。 以下、「 要綱」 と いう 。） 第７ の規定に基づき 知事の認証を 受けた生

産者が、 別紙記載の「 東京都エコ 農産物認証マーク 」（ 以下、「 認証マーク 」

と いう 。） を 使用する にあたり 、 その適正な使用のために必要な事項を 定め

る 。  

 

第２  認証マーク の使用及び使用の様態 

１  認証生産者は、 認証農産物の出荷袋、 結束テープ、 ダンボール箱等の包装

資材に認証マーク を 使用する こ と ができ る 。  

  ただし 、認証マーク が入っ た包装資材を使用する 場合、認証を受けていな

い他の農産物を 同梱し て出荷、 販売し ないこ と 。  

   ま た、 小売店や飲食店において認証マーク が入っ たポス タ ー、 チラ シ等

を 販売の宣伝のために使用する と き は、 同じ 店舗にある 認証を 受けていな

い他の農産物ま で認証を 受けている と 誤解さ れないよ う 適正に使用する こ

と 。  

２  認証を 受けていない農業団体、 販売者等が認証マーク の入った包装資材、

ポス タ ー、 チラ シ等を 使用する と き は、 あら かじ め別紙様式第１ 号によ り

知事へ申請し 、 知事はその内容を 審査のう え許可する 場合は別紙様式第２

号によ り 申請者へ通知する 。  

  認証を 受けていない農業団体、 販売者等が認証マーク を使用する 場合も 、

前項の規定を 遵守する こ と 。  

３  認証を 受けていない農業団体、 販売者等の認証マーク の使用期間は、 申

請から 最長５ 年間と し 、 継続し て使用する 場合は再度申請する こ と 。  

４  前項の規定によ ら ず都内区市町村は、 制度の紹介や周知を 図る 等の目的

で作成する 印刷物等に認証マーク を 使用する こ と ができ る 。   

 

第３  認証マーク の改変の禁止 

  認証マーク の図像は別紙に記載のと おり と し 、 改変する こ と はでき ない。

ただし 、 認証マーク の色については、 印刷する 包装資材に合わせて緑色、 黒

色、 白色など 単色に変更する こ と ができ る 。  



 

第４  認証マーク の使用の方法 

 １  認証生産物の包装資材に認証マーク を 使用する にあたっ ては、 次のいず

れかを 認証マーク に隣接し て表記を し なければなら ない。  

（ １ ） 認証番号、 氏名及び住所、 電話番号、 団体名及び生産者番号又は団体

名及び氏名など 、 認証生産者が特定でき る 項目。  

（ ２ ） 共同直売所等での販売において、 認証生産者が特定でき る 項目。 ただ

し 、東京都エコ 農産物認証要領（ 平成25年４ 月１ 日付25産労農安第２ 号。

以下、「 要領」 と いう 。） 第４ の３ に定める 団体での認証を 受けている 場

合に限る 。  

（ ３ ） 認証生産者が限定さ れる 個人直売所においては、（ １ ） 及び（ ２ ） の認

証生産者が特定でき る 事項の表示を省略する こ と ができ る 。  

２  前項によ る も のの他、 認証マーク の使用にあたっ ては、 制度の説明のた

め、 都のホーム ページへのアク セス の手段を 認証マーク に隣接し て表記を

し なければなら ない。  

 

第５  化学合成農薬及び化学肥料の使用量削減割合の表示 

   認証生産者は、 認証農産物に次のと おり 削減割合等を 表示する こ と がで

き る 。  

（ １ ） 都内における 化学合成農薬・ 化学肥料慣行使用基準から 化学合成農薬 

及び化学肥料の使用量を25％以上削減し た認証農産物 

① 化学合成農薬・ 化学肥料25％以上削減 

ま たは 

② 東京エコ 25（ 化学合成農薬・ 化学肥料25％以上削減）  

（ ２ ） 都内における 化学合成農薬・ 化学肥料慣行使用基準から 化学合成農薬 

及び化学肥料の使用量を50％以上削減し た認証農産物 

① 化学合成農薬・ 化学肥料50％以上削減 

ま たは 

② 東京エコ 50（ 化学合成農薬・ 化学肥料50％以上削減）  

（ ３ ） 都内における 化学合成農薬・ 化学肥料慣行使用基準から 化学合成農薬 

及び化学肥料を 使用し ないで栽培し た認証農産物 

① 化学合成農薬・ 化学肥料不使用 

ま たは 

② 東京エコ 100（ 化学合成農薬・ 化学肥料不使用）  

 

第６  認証マーク の使用期間 

認証マーク の使用期間は、 認証を 受けている 期間の範囲内と する 。  

 

第７  認証マーク の使用料 



  認証マーク の使用料は、 無料と する 。  

 

第８  使用状況の報告 

１  認証マーク を 使用し た認証生産者は毎年２ 月末日ま でに、 認証マーク の

使用状況を 報告する も のと する 。  

２  前項の規定によ る 報告は、 要領第10に定める 様式（ 別紙様式第５ 号。 た

だし 、 団体の場合にあっては別紙様式第６ 号。） によ り 行う も のと する 。  

３  認証を 受けていない農業団体、 販売者等は、 第２  ２ 項によ り 許可を 受

け認証マーク を 使用し た場合、 毎年２ 月末日ま でに、 別紙様式第３ 号によ

り 、 使用状況を 報告する も のと する 。  

 

第９  都の指導 

１  知事は、 認証マーク の適切な使用を 図る ため、 認証マーク の使用者に対

し て必要な指導を 行う 。  

２  知事は、 前項の指導のため、 認証マーク の使用者に対し て書類、 商品、

資材、 媒体等を 閲覧し 、 報告を求め、 立入り 等の現地調査を行う 。  

 

第10 認証マーク の使用の禁止 

１  知事は、 次の事項のいずれかに該当する 場合には要領第12の規定によ り

認証の取り 消し や認証マーク の使用中止を 命ずる 。  

（ １ ） 正当な理由がなく 、 前条に規定する 調査を 拒み、 又は指示に従わなか

ったと き 。  

（ ２ ） 本規程に定める 事項に違反し 、 不適切な認証マーク の使用が認めら れ

る 場合。  

（ ３ ） 第８ に基づく 使用状況報告書が提出さ れない場合。  

（ ４ ） その他、 認証マーク の信用を損なう 行為が認めら れる 場合。  

２  前項の規定によ り 知事が認証マーク の使用中止を 命じ た場合において、

使用者又は使用者であっ た者は、 こ の命令によ っ て直接又は間接に生じ た

損害を 東京都に請求する こ と ができ ない。  

 

第11 その他 

本規程に定める も ののほか、 必要な事項は別に定める 。  

 

 

 

附則 

本規程は、 平成25年６ 月24日から 施行する 。  

 本改正は、 令和元年７ 月１ 日から 施行する 。  

本改正は、 令和６ 年４ 月１ 日から 施行する 。  



（ 東京都エコ 農産物認証マーク 使用規程第１ 条関係）  

別 紙  

 

 

東京都エコ 農産物認証マーク の図像 

 

      

 

 

 



別紙様式第１ 号（ 第２ の２ 関係）  

   年  月  日 

 

東京都知事 殿 

 

団体所在地 

団 体 名 

代表者氏名           

 

認証マーク 使用申請書 

 

東京都エコ 農産物認証マーク 使用規程第２ の２ の規定によ り 認証マーク を 使用し

たいので、 下記のと おり 申請し ま す。  

 

記 

 

１  使用目的ま たは理由 

 

２  使用する も のの名称（ 例： 包装資材、 ポス タ ー、 チラ シ等）  

 

３  大き さ  

 

４  作成する 数 

 

５  使用場所（ 名称及び住所） 及び使用期間（ 予定）  

（ １ ） 使用場所 

（ ２ ） 使用期間      年  月から     年  月ま で 

 ＊申請から ５ 年以内の範囲で必要な期間を記入する こ と 。  

 

６  担当者連絡先等 

（ １ ） 担当者所属及び氏名 

（ ２ ） 連絡先電話番号 

 

（ 注１ ） マーク を 使用する 資材、 ポス タ ー等のデザイ ン案を 添付する こ と 。  

デザイ ンは、 マーク を 貼付する 箇所が分かる よ う にする こ と 。  

（ 注２ ） 包装資材にマーク を使用する 際は、「 東京都エコ 農産物認証マーク 使用規程」

第４ の１ の規定を遵守する こ と 。  

（ 注３ ） 申請書の提出先は東京都農業振興事務所振興課農業環境担当と する 。  



別紙様式第２ 号（ 第２ の２ 関係）  

（  文 書 番 号 ）  

  年  月  日 

 

 

               殿 

 

 

東京都知事          印 

 

認証マーク 使用許可通知書 

 

    年  月  日付けで申請のあっ た認証マーク の使用申請について、 下

記によ り 使用を許可し ま すので通知し ま す。  

 

記 

 

１  使用を 許可する も のの名称 

 

 

２  使用を 許可する 場所及び期間 

 （ １ ） 使用場所 

 

 （ ２ ） 使用期間      年  月から     年  月ま で 

 

 

３  許可の条件 

（ １ ） 使用にあたっ ては、 東京都エコ 農産物認証マーク 使用規程（ 平成 25 年６ 月

24 日付 25 産労農安第 321 号） に従って適切に使用し てく ださ い。  

（ ２ ） 許可し たも の等への使用は、 認証農産物の販売及び東京都エコ 農産物認証制

度の説明及び周知以外の目的に使用し ないでく ださ い。  

（ ３ ） 許可し たも の等への不適切な使用実態等が認めら れたと き には、 使用中止を

命ずる こ と があり ま す。  

（ ４ ） 使用期間は、 最長で５ 年間と し ま す。 引き 続き 使用する 場合は、 再度申請が

必要になり ま す。  

（ ５ ） 毎年２ 月末日ま でに、 別紙様式第３ 号によ り 認証マーク の使用状況を 報告し

てく ださ い。  

 



別紙様式第３ 号（ 第８ の３ 関係）  

 

認証マーク 使用報告書 

 

   年  月  日 

 

東京都知事 殿 

 

団体所在地 

団 体 名 

代表者氏名            

 

 

東京都エコ 農産物認証マーク 使用規程第８ の３ の規定によ り 、 次のと おり 認証マ

ーク の使用実績を 報告いたし ま す。  

 

 

使用し た 

も のの名称 

作成数量 

（ 単位）  

使用ま たは販売 

数量（ 単位）  
使用期間 

 

 
   

 

 
   

 

 
   

    

    

 

 

          担当者所属・ 氏名：                    

 

          連  絡  先 ：                    

 

 

 


